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要 旨

小児期の肥満の程度と家庭環境• 生活習慣との関連を検討するため、肥満の程度が異なる

小児（肥満度低値群： L群、肥満度高値群： H群）を対象とし、質間紙による実態調査を行っ

た。その結果、 L群に比べてH群は、出生時体重が高い (P=O.057)、摂取している主食（米

飯）の量が多い (P<O.001)、保護者の栄蓑バランスに関する関心が低い (P<O.05)、主食と

副食を均等に食べる (P<O. 05)、間食を摂取しない (P<O.01)、間食の摂取時間が決まって

いない (P<O.05)、家庭内での手伝いをしない (P<O.05)、規則正しい生活を送っていない

(P=O. 074)、母親の BMIが高い (P<O.01) という傾向がみられた。このことから、肥満小

児と一言で言っても、肥満の程度が高い者と低い者とでは異なる家庭環境、生活習恨が存在

することが示唆された。

I • 緒 戸

肥満小児の出現頻度は年々増加しており、平成

12年度の文部科学省学校保健統計によれば約10%

の子どもが肥満傾向児と判定されている1-3)。成

人肥満が生活習慣病と深い関わりをもつことは周

知の事実であるが4)、小児においても肥満形成と

糖・脂質代謝異常、脂肪肝、高血圧といった生活

習慣病リスクとの関連について多くの報告がなさ

れており 5,6)、小児期からの肥満予防・解消に対す

る関心が高まっている見一般に、肥満は過食、

摂食パターンの異常、遺伝、運動不足、熱産生障

害などの遺伝的素因と環境要因が複雑に絡み合っ

て形成されると考えられているが7)、遺伝による

＊三重大学教育学部保健体育科

＊＊国立療養所三重病院

影響力は数世代で変わらないことから日常生活に

おける食習恨や運動習慣などの環境要因が肥満小

児の増加に大きく関与していることが予想される。

また、たとえ小児期に高度な肥満を呈していても

その後の食習慣や運動習慣が改善できた者ほど成

人期における肥満改善の度合いが高く、生活習慣

病の罹患率が低かったことも報告されていること

から8)、身近な環境要因を改善し、正しいライフ

スタイルを確立することが小児期からの肥満予

防・解消に重要であると思われる。

子どもの生活習慣と肥満形成に関してはこれま

で肥満小児と非肥満小児を比較する形で多くの検

討がなされ、肥満小児特有の食生活や行動様式な

どが明らかになりつつある9-20)。しかしながら、

肥満小児と一言に言っても肥満の程度は、肥満度

20%ほどの軽度肥満から肥満度50%を超える高度

肥満の小児までが存在しており、肥満の程度にお

-29-



川田裕樹・増田英成• 宮崎逹崇・冨樫健ニ・神谷 齊

ける差異と生活習慣との関わりについては明らか

になってし・ なヽいQ

そこで本研究は、肥満の程度が異なる 2群を設

定し、生育暦や家庭環境、生活習慣との関わりを

検討することにより、これらの相互関係について

明らかにし、小児期における肥満の予防・解消に

おける基礎資料とすることを目的とした。

l. 対

II • 研究方法

象

対象は1998年から2001年に国立療養所三重病院で

行われた「肥満教室」に参加した肥満小児187名

（年齢9.4土1.8歳、肥満度47.2土17.7%) とし、

その保護者に対して対象児の生育暦、家庭環境、生

活習慣などに関する調査を行った。肥満の程度の判

定には対象児の性別、年齢、身長をもとに標準体重

を算出し21)、以ドの式を用いて肥満度を計算した。

肥満度（％）＝［（実際休重一標準体重）／標準

体重XlOOJ

肥満の程度と調杏項目との関係を検討するため

に、全対象児における肥満度の中央値を算出し、

肥満度低値群 (L群； n=93、年齢 9.2土1.6歳、

肥満度 33.8土6.1%) と肥満度高値群 (H群； n 

=94、年齢 9.6土I.9歳、肥満度 60.4士15.3%) 

とに分類した（表 1)。

表 l 対象児の身体的特性
[—--------·-— 一ーニ三―--・・- -----------・ -7 

+. 休 肥満度低値群肥満度高値群 I

(n=187) (L群:n=9:J) (H群:n=94) 

こ〗，:（口u~:~t)口→:*-
**: p <O. 01 ***: p <O. 001 平均値士標準偏差

2. 生活習慣実態調査

対象児が肥満を形成した背景を把握するため、

肥満教室では51個の設問からなる質間紙調在をそ

れぞれの保護者に対して行っている（表 2)。今ffll

はその質間紙調介から、①子どもの生育暦、②食

習恨、③運動習慣、④日常生活、⑤家庭環境、⑥

視の体型に関する項日のうち以下の設間について

解析し、 L群、 H群間での比較・検討を行った。

なお、回答の内容に不備のあった項目については

分オ斤力らら除外した。

① f・ どもの生育暦

出生時体量 (g)、肥満発症年齢（歳）は数値の

記述により回答させた。乳児期栄養は「母乳のみ」、

「ミルクのみ」、「混合栄餐」から選択させた。

③ 食習慣

主食の鼠および副食の羅は、保設者が評価した

子どもの摂取量を「多い」、「ちょうどよい」、「少

ない」から選択させた。 1回の主食（米飯）量は、

茶碗の大きさについて「子供用」、「大人用」のど

ちらを使用しているかを選訳させ、さらに何杯食

べているか記述させた。解析の際には「子供用」

を 1杯 100g、「大人用」を 1杯 150gとして換算

した。栄養バランスは保護者か「よく考えている

（以下：考えている）」、「時々考えている（以下：

時々）」、「考えていない」から選択させた。食事の

摂り方は、「 1つのものを集中して食べる（以ド：

集中食い）」、「ごはんとおかずを均等に食べる（以

ド：均等な食べ方）」、「どちらかわからない（以

ード：わからない）」から選択させた。間食の摂取状

況は「食べる」、「食べない」から選択させ、間食

の摂取時刻については、間食の摂取状況の設問で

「食べない」と回答した者を除き、時刻が「決まっ

ている」、「決まっていない」から選択させたu

③ 運動習慣

子どもの運動に対する嗜好性については「好き」、

「どちらでもない」、「嫌い」から選択させた。体育

の出欠状況は、「よく休む（以f": 休む）」、「時々

休む」、「休まない」から選択させた。保護者の考

えとして、運動は必要だと思うか、運動すると痩

せると思うかについて、「はい」、「いいえ」、 1・わか

らない」から選択させた。

④ H常生活

睡眠時間については、―f供の就寝時間、起床時

間を選択肢から回答させ、概算した()Y・ どもが手

伝いをよくするかどうか（以下．．手伝い）につい

て、「はい」、「いいえ」から選択させた。また、子

どもが規則正しい生活をしているかどうかについ

て、「はい」、「いいえ」、「どちらでもない」から選

択させた。

⑤ 家庭環境

平日に父親と関わる時間および丹親と関わる時

間はそれぞれ「30分以内」、「30分~1 時間」、「 l

~2 時間」、「 2 時間以上」から選択させた C) 母親

の就労状況は母親の職業を選択させ、「就労してい

る」か「就労していない」かを判断し
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表 2 質問紙調査の概要

項目 調壺内容

1. 生育暦など 1)出生時体重、出生時身長、分娩

2)乳児期栄餐

3)肥満発症年齢

4)太り始めたきっかけ

5)子どもの性格

6)両親の身長・体重、兄弟の年

齢・身長・体重

2. 家庭環境 1)両親の職業

2) 主な蓑育者

3) 親子で関わる時間、具体的な

関わり方

3. 食 事 1)食べている食事

⑥ 親の体型

2) 誰と食べることが多いか

3) 1回の食事にかける時間

4) 1日に何回食事をとるのが良

いか

5) 1回の食事にかける時間

6) 1回の主食の量

7)副食の盛り方

8) 主食と副食のどちらが好きか

9) 主食の量は多いと思うか

10)副食の贔は多いと思うか

11)好きな料理

12) きらいなもの

13)味付けは濃いと思うか

14)主な調理者

15)食べ方

16)外食の有無とその頻度

17) インスタント食品について

18)栄養バランス

19)池料理について

父親の身長・体重、母親の身長・体重を記述さ

せ、それぞれの BMIを体重(kg)/身長(m戸の式

より算出した。

3. 統 計 処理

全ての連続変数は平均値士標準偏差で表した。

L群、 H群間の差は対応のない t検定を用いて比

較した。また、各項目における回答の出現頻度の

比較にはが検定を用いた。統計処理は StatView

5. OJ (SAS institute Inc)を用い、有意水準は P<

0.05をもって有意とした。

m. 結果

L群と H群間に年齢による差はみられず、身長、

体重、肥満度が有意に異なる 2群が設定された

（それぞれ P<O.01、P<O.001、P<O.001) (表 1)。

項目 調査内容

4. 間 食 1)間食を食べているか

2) 1回の間食の回数

3) 間食を食べる時間は決まって

いるか

4) よく食べる間食

5) 間食の量

6) 喉が渇いた時に良く飲む飲料

5. 運 動 1)運動に対する嗜好性

2)体育の授業について

3)体育の授業を休むか

4) 1 Bの運動鼠

5)運動は必要か

6) 運動すると痩せると思うか

6. 遊び• 生活 1) どこで遊ぶことが多いか

2)誰と遊ぶことが多いか

3) 朝何時に起きるか

4)夜何時に寝るか

5)規則正しい生活をしているか

6) テレビの視聴時間

7) テレビゲームの時間

8) 手伝いの有無、手伝いの内容

7. その他 1) なぜ太ったと思うか

2) 肥満は病気だと思うか

3) 肥満は治すべきか、治すには

どうすべきか、何が難しいか

4)肥満教室への参加理由

5)肥満のために病院にくること

に抵抗があるか、

6) 学校で困ったことはあるか、

どんなことか

表 3 肥満度低値群・高値群における生育暦

の比較

出生時体重 (g)

平均 標準偏差 p値

L群 (n=92) 3176.2土 416.4

H群 (n=92) 3291. 2士 396.4

肥満発症年齢（歳）

L群 (n=87)

H群 (n=88)

平均 標準偏差

5. 1 士 2.5 

4.8 士 2.3

乳児期栄養 (n(%)) 

p=O. 057 

p値

ns 

屈乳のみ げ／ 混合栄養 p値

L群 (n=88)21 (23. 9) 15 (17. 1) 52 (59. 1) 

H群 (n=89)25(28.1) 20(22.5) 44(49.4) 
ns 
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表 4 肥満度低値群・高値群における食習慣の比較

(n (%)) 

多 いちょうど良い少ない p値
--・- - ..  - -・・. 

L翡f(n=88)23(26.1) 56(63.6) 9(10.3) 

H群 (n二 90)34(37.8) 50(55.G) G(G.7) 

副食の屈 (n(%)) 
--- - --← 一

多 しヽちょうど良い少ない p値
- --

L件乍(n=87)38(43. 7) 46(52. 
ns 

H群 (n=88J47(53.4) 37(42.0) 4(4.5) 

t食（米飯）の量 (g)
しー・~・← 一 m 

、ド均 標準偏差

H群 (n=90)

135.9 士 51.1

170. 1 土 77.2

栄投バランス (n(%)) 
,----―------・-・ —--------・-----・・ —~----· ―----------―-―----―--・ 一----.—-·----—---—---—-·--

考えて
時 々

若えて
し、、 る しヽなし‘ p値

・-・ 

L件'Hn=89) 52(58.4) 29(32.6) 8(9.0) 
＊ 

35(39令 3) 49(55,1) 5(5,6) 

fどもの生育暦について、出生時体重や、肥満

発症年齢、乳児期栄養と学童期の体期との関連に

ついて検討したところ、出it時体重に関しては L

群に比べてH群で高い傾向にあった (P=--=O.057)。

肥満発症年齢、乳児期栄投に関してはともに L群、

H群で打怠差は認められなかった（表 3)。

食習恨に関しては対象児の摂取している主食の

副食の鼠を保護者が「多い」、「ちょうど良い」、

「少ない」といった設間で評価した場合、両群間で

有意芳は認められなかったc, しかしながら、 ] [ff[ 

の食事で摂取している主［定（米飯）鼠をグラム数

に換算して比較した結果、 L群で 135.9土51.I g、

H群で 170.l土77.2 gを示し、 H群で有意に多く

摂取している結果となった (P<O.001)。栄養バ

ランスは、 H群よりも L群においてより積極的に

ている保護者が多かった (x2=9.14、df=2、

P<O. 05)。一方、食事の摂り方では、 L群におい

て「梨中食い」、 H群において「均等な食べ方」か

多く (x2=8. 7G、df=l、P<0. 05)、間食に関し

ても L群に比べH群の方が摂取していないという

結呆であった (x2=;7.75、df=l、P<0.01)。し

かし、全対象児から間食を摂取していないとrm答

食信の摂り方 (n(%)) 

集中食い
均等な わから
食べ方 なし' p値

• • •--—と一--- - --- ---

L 開~(n=89) 53(59. 6) 32C36. 0) 4 ;) ,... / ＼ 

＊ 

H群(n=84) 32(38.1) 49(58.3! 3(3.6) 
- ---- -・ ------ ・-・ -—---·-- --—ィー ----・ ― 

間食 (n(%)) 
---・ -- . - ---- . ―← . -- ----・・ - . - - -- ---- --— ・--ー・ --

食べる 食べない p値
-- - - --~ -- -- . . —--~--. 一------・・- - -一•

L群(n=89) 87(97.8) ') ~('~'). ~')/ ¥ 

H群(n=89) 77 (86. 5) 12(13.5) 

間食の時間 (n(%)) 

決まっている 決まっていない

48(42.0) 

29(59. 3) 

33 (58. 0) 

＊＊ 

*: p<O. 05 

**: p<O. 01 

***: p<O. 001 

表 5 肥満度低値群・高値群における運動習

慣・体育的活動の比較

運動に対する嗜好性 (n(%) J 
- . ― ―し

どちらで好き 嫌し、 p値
もな＼‘ぶ

L群 (n=85)28(33.0) 30(35.3) 27(31.8) 
ns 

H群 (n=81)29(35.8) 30(37.0) 22(27.2) 

体育の出席状況 (n(%)) 
-- ----- - -

休む時々休む
- - ---

L群 (n=83) 6 (7. 2) 7 (8. 4) 70 (84. 3) 

H群 (n=80) 10(12.5) 10(12.5) 60(75.0) 

運動は必要か (n(%)) 

は い いいえ・わからない

L群 (n=84) 83(98.8) 1(1.2) 

H群 (n=82) 80(97.6) 2(2.4) 

運動すると痩せると思うか (n(%)) 

は し、 いいえ わからない p値
-- --- - -- ----- ---―― 

L~ 罪(n=84)59(70.2) 5(6.0) 20(2:3.8) 

5(o.l) 12(14.6) 
ns 
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した者 (n=l4) を除いて、間食を摂取している時

刻について検討した結果、 L群よりも H群で間食

の摂取時刻が決まっていないと回答した者が多

かった（が=4.43、df=l、P<O.05) (表4)。

運動習慣・体育的活動に関しては、運動に対す

る嗜好性、体育の出欠状況、運動は必要か、運動

すると痩せると思うかの全ての項目において両群

間で有意差は認められなかった（表 5)。

H常生活に関しては、睡眠時間において両群で

有意差は認められなかった。一方、家庭内での手

伝いについては、「する」と回答したものがH群に

おいて低く（が=4.62、df=l、P<O.05)、また、

表 6 肥満度低値群・高値群における日常生

活の比較

睡眠時間 (h)

平 均 標準偏差 p値

L群(n=72) 8.9 土 o. 7 

H群(n=59) 8. 7 士 1.0 
ns 

手伝い (n(%)) 

す る しない p値

L群(n=81) 43 (53. 1) 38(46. 9) 
p<O. 05 

H群(n=80) 29 (36. 3) 51 (63. 8) 

規則正しい生活をしているか (n(%)) 

はい いいえ
どちらで

もない

L群(n=81) 50 (61. 7) 16 (19. 8) 15 (18. 5) 

H群(n=78) 35(44. 9) 18(23.1) 25(32.1) 

父親のBMI

(kg/mり
35 r 

30 

25 

20 

15 

10 

5 

p値

p=O. 074 

゜L群 (n=82) H群(n=83)

規則正しい生活を行っているかという質問に対し

ては、 H群はL群よりも「はい」と回答した割合が

低い傾向にあった（が=5.21、df=2、P=O.074) 

（表 6)。

家庭環境に関しては母親の就労状況、父親と関

わる時間、母親と関わる時間において、肥満の程

度による差は認められなかったが、父親と関わる

時間は L 群、 H群ともに「 0 分~30分」が最も多

く、母親と関わる時間は L群、 H群ともに「 2時

間以上」が最も多い結果となり、父親よりも母親

と関わる時間が多いことがうかがえた（表 7)。

親の体型に関しては父親、母親の身長・体重よ

表 7 肥満度低値群・高値群における家庭環

境の比較

母親の就労状況 (n(%)) 

働いている 働いていない p値

L群 (n=86) 61 (70. 9) 

H群(n=89) 67 (75. 3) 

25 (29. 1) 

22 (24. 7) 

平日に父親と関わる時間 (n(%)) 

0分~ 30分~ 1時間~ 2時間

30分 1時間 2時 間 以 上

L群(n=72)31(43.1) 24(33.3) 14(19.4) 3(4.2) 

ns 

p値

ns 
H群(n= 77) 38 (49. 4) 20 (26. 0) 10 (13. 0) 9 (11. 7) 

平日に母親と関わる時間 (n(%)) 

0分~ 30分~ 1時間~ 2時間

30分 1時間 2時間 以上
p値

L群(n=84) 6 (7. 1) 18 (21. 4) 24 (28. 6) 36 (42. 9) 
ns 

H群 (n=87) 12 (13. 8) 20 (23. 0) 20 (23. 0) 35 (40. 2) 

(kg/m2) 

母親のBMI

＊＊ 

I I 
30 

25 

20 

15 

10 

5 

゜L群(n=88) H群(n=89)

)jc)lc : P<0.01 

図 1 肥満度低値群・高値群における両親の BMIの比較
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りBMIを算出した結呆、父親の BMIはL群で

24.7士3.5 kg/m2、H群で 25.6士4.5 kg/n仔と有

意差は認められなかったが、母親の BM!はL群で

22.9土3.7 kg/nl、 H群で 24.6土3.9 kg/m2と、

H群で有底に高かった (P<0.01) (図 l)o 

N. 考 察

本研究は肥満の程度が異なる 2群を設定し、保

護者を対象とした生育暦、家庭環境、生活習慣な

どに関する質間紙調査から、それらと肥満の程度

との関わりについて検討した。

まず初めに生育暦に関して、本研究ではL群と

H1詳間において乳児期栄養や肥満発症年齢は両群

t間で差は認められなかったか、出生時休重ではH

群の一方が高い傾向にあった。黒川ら2:'.) は6歳児

121名を対象に、過去に遡って出生時休凧、乳児期

栄義、 3歳と 6歳の時における Kaup指数を調べ

その結果、 3歳時における Kaup指数15以上

の群と 14以ドの群との間で出生時体重に有意な差

は認められなかったが、 6歳になると Kaup指数

15以上の群において1廿生時体重 3000g以ートの者が

多いと報胄している()これらの結果は出生時体凧

から学章期の体籾をある程度推定できる事を；ドし

ているが、一方で、関連性はないとする報告や2.1)、

最近では出生時体重が軽い者ほど肥満になる確率

が高いといった報告24) もなされており一致してい

ない。人工栄蓑は母乳栄養に比べて授乳の際、必

要以上に艤を摂取してしまうことが知られてお

り25!、過去には乳児期栄養と肥満形成との関係に

ついての検討もなされてしヽる22)。しかしながら、

昨今の follow-upstudyによれば、乳児期の Kaup

指数が贔くても学輩期や成人期の肥満との関連性

は低いとされており 2li)、本研究の結呆のように乳

児期栄養と学侑期における肥満の程度との関連は

強くないと考えられた。

肥満に関わる兵習恨について、本研究では対象

児が摂っている主食、副食の量を「多い」、「ちょ

うどよい」、「少ない」といった相対的に贔を見積

もるような項日から保護者が選択した場合、両群

間に介意差は認められなかった。しかしながら、

t食（米飯＼の景をグラム数に換算し絶対凰で検

けした結果、 L群に比べてH群は主食の摂取鼠が

h意に多いことが明らかとなった（，小児における

食事の鼠や摂取カロリーに関して、肥満群は非肥

満群よりも摂食屈が多いとする報告！！））や差はない

とする報告¥J,l 2, 27. 28) があり、 合令致した見解が得ら

れていない。これらの理由として、年齢や対象と

なる肥満の程度、調壺方法なとが異なることや、

肥満者ほど摂食鼈を低• く見積もる UnderEstimate 

の間題25)、保護者が対象児の摂取している食1中の

量やカロリーを正当に評価できているかといった

問題があげられている。太田29) は、肥満小児の家

族は肥満していることが多く、食事景は本人（子

ども）だけが食べ過ぎているわけではないことか

ら、めやす贔を記入する際に「ふつう」と書かれ

ているが絶対煽では非肥満者の倍以上を摂収して

いることもあり、普通の概念にまず大きな違いが

あることを指摘している。本研究においても「多

い」か「少ない」かといった設ltliでは両群間に差

がないにも関わらず、グラム数で表した絶対最で

はH群で翡かったことから肥満の程度の尚いもの

ほど、摂食凰も多いことがポ唆されたQ

栄養バランスに関しては L群の方がH群よりも

積極的に考えられていた。 ＾般に、肥満者は梢

質・脂質・濃い味を好むといった偏食傾向も指摘

されており 30)、このような栄養バランスの偏りと

肥満との関係も無視できない）深谷ら日）は、

校 3年生から 6年生], 696人を対象に食事状況と生

活習慣に関する調在を行い、食品14品群に対する

回答から合計70点満点となる栄性ハランス得、点を

算出している。その結呆、肥満度―-10%以上20%

未満の正常群と肥満度20%以上の肥満群とでは、

正常群で栄養バランス得点が高かったことから、

肥満群の食事における栄投バランスが劣っている

可能性を指摘している。本研究において、 L群の

保護者の方がH群より積極的に栄養ハランスを考

えていたという結果は、非肥満か肥満かといった

対比のみならず、肥満の程度の翡低と栄養バラン

スとの間にも何らかの関わりがある

ると思われた0

一方、本研究におしヽて、食事の摂り方では L群

において lつのものを集中して食べるといった傾

向が高く、 H群において均笠な食べ方が多かった'-

また、間襄に関してはH群において摂っていない

ものが多いという結果であった。肥満小児の食庄

活や栄養摂取に関する斎藤らの報告J:J. 28) でも、

標準体重児に比べて肥満小児は間食における摂収

カロリーが少ないことを報告しており、本研究と

同様の結果を示した。これは斉藤らの報胄におけ

る標準体重児に対する肥満小児の保設者や、本研

究の L群に対する H群の保護者のガが、肥満に対

して危機感を有しており食加）摂り）jや間食面で

してい
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その意識に差がみられたと解釈できる。しかし、

間食の設間で「食べない」と回答した者 (n=14)

を除き、間食をとる時刻が決まっているかどうか

を検討したところ、 H群において L群より定まっ

ていないという結果であった。このことから H群

の間食の摂取の仕方は L群に比べ不規則であるこ

とがうかがえ、本人の欲求のままに摂取している

ケースがH群で多いことが考えられた。

運動習慣・体育的活動に関して、本研究のよう

な肥満の程度別による比較では嗜好に差は認めら

れなかった。吉田ら16) は小学4年から 6年生の児

童247名に対してアンケートを行ったところ、肥満

度20%未満の非肥満群では体を動かすことに対し

て否定的な意識を持っている者が男子で9.4%、女

子で15.0%であるのに対し、肥満度20%以上の肥

満群では男子で33.9%、女子で27.3%であり、男

子においては体を動かすことに対して否定的な者

が肥満群で有意に高いことを報告している。本研

究では L群、 H群ともに吉田らの報告と同様、約

30%が運動を「嫌い」と回答していることから、

肥満の程度による差はうかがえないものの一般的

に肥満小児は運動を好まない傾向が閥いと考えら

れた。遠藤ら19) は小学校4年生と中学校 1年生を

対象に実施された小児生活習慣病予防検診におい

て、子どもが肥満や高コレステロール血症などを

指摘され、事後指導会を受講した801名の保護者に、

親が子どもに直してほしいと思う生活習慣を肥満

の有無別に比較した結果、肥満小児（肥満度20%

以上）をもつ保護者で非肥満小児（肥満度ー20%

以上、 20%未満）をもつ保護者に比べて有意に多

かった生活習慣は、運動習慣に関するものとして

「家の中遊びが多い」「少しの移動でも歩きたがら

ない」を挙げており、肥満小児において日常生活

における活動意欲の低下が目立ったとしている。

本研究において保護者の運動に対する意識は、肥

満を解消するのに運動は必要かという設問におい

て全体で約98%の保護者が「必要である」と回答

していることから、遠藤らの報告と同様、肥満小

児を子どもにもつ保護者のほとんどが、運動を好

まない肥満児に対して運動習慣の必要性を感じて

いることがみうけられた。しかし、運動すると痩

せると思うかという質問に対しては「はい」と同

答した保護者は約74%にとどまったことから、運

動は必要だが、運動だけでは痩せないと実感して

いる状況がうかがえた。

H常生活に関して、睡眠時間は両群間に差が認

められなかった。遠藤ら19) の報告によると、平日

の睡眠時間は非肥満群と肥満群とで差は認められ

ず、休日の睡眠時間は非肥満群よりも肥満群で有

意に短かったが、肥満の程度別による比較（軽度、

中等度、高度）では平日、休日どちらの睡眠時間

にも有意差は認められなかったとしている。基本

的な生活習慣を表す起床時間や就寝時間、ひいて

は睡眠時間と肥満や肥満の程度との関連性は低い

と考えられた。

家庭内での手伝いについて、「する」と回答した

ものがH群において有意に低く、また、 H群にお

いて規則正しい生活を行っていると回答した割合

は低かった (P=O.07)。吉田ら 16) は、男子にお

いて肥満小児は「家庭内でゴロゴロしていること

が多い」と答える割合が非肥満小児に比べて高い

ことを報告しており、 H常生活の中における身体

活動量の多寡が肥満の程度決定に関与している可

能性が示唆された。

子どもの肥満の程度と親の体型に関して、子ど

もが肥満の場合、少なくとも両親のどちらかが肥

満である割合が高いことが報告されている17,19)。

高松ら 17) は、小学校 5、 6年生でローレル指数

160以上の小児150名を肥満群、ローレル指数115

から140までの小児100名を標準群とし、子どもの

肥満が父親、母親のいずれの肥満との関係が深い

かを検討した。その結果、肥満群では父に肥満の

あるものが31.3%、屈に肥満のあるものは36.0%

であり、有意差が認められなかったとしている。

一方、豊田ら 15) はローレル指数160かつ肥満度

20%以上の肥満小児675名を軽度肥満群、中度肥満

群、高度肥満群 3群に分類し、その保護者に対し

アンケートを行なった結果、すべての群において

父より母の「太っている」割合が高率であったと

報告している。そしてその背景として、栂親の嗜

好、献立などの食事内容や養育態度が生活習慣の

基礎を形成するうえで、子どもに与える影響は極

めて大きいことを挙げている。本研究においても

父親の BMIは両群間で有意差が認めらなかったが、

栂親の BMIにおいてはH群で有意に高い結果と

なったことから遺伝的な影響に加え、対象児の父

親よりも母親と過ごす時間が長かったことから母

親の生活習慣が肥満小児の生活習慣と関わってい

る可能性が高いと考えられた。

V. 総括

本研究は、肥満の程度が異なる 2群を設定し、
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肥満の程度の差と生育暦、家庭環境、生活習,-~t と

の関わりについて明らかにすることを H的とした。

その結果、出生時体軍、摂取している主食（米飯）

の鼠．、保護者の栄養バランスに関する関心、主食

と副食の摂収の仕方、間食摂収状況、間食の摂取

時間、家庭内での手伝い、規則正しい生活を送っ

ているか、母親の BMI、といった項目で、肥満度

低値群と肥満度高値群との間に違いがみられた。

これらの生育暦、家庭環境、！七活習慣が肥満の程

度の差を生じさせたのか、それとも肥満の程度の

差が生じた結果として生活習慣に差が出たのかは

小明であるが、本研究の結果より、同じ肥満を呈

している者であっても、肥満の程度が低い者と閻

い者とでは異なる!t活習慣が存在することが考え

られたc 正しいライフスタイルを確立し、小児期

の肥満を予防・解消するためにも、本研究で肥満

度低値群と肥満度高値群との間に迎いがみられた

項l」などについては特に注意して観察する必要が

あろう C
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